国土利用計画（八代市計画）（案）についての意見募集で寄せられた意見の
概要及び市の考え方
　平成21年3月16日～3月30日までの間、国土利用計画（八代市計画）（案）について意見募集を行った結果、１人の方から4件の意見等をいただきました。これらの意見について項目ごとに整理し、それに対する市の考え方を次のとおり公表します。

	意見の概要
	市の考え方

	耕作放棄地の増加を止める対策として、飼料米栽培を推進し、食料自給率の改善をはかると共に、土地の積極的な有効利用を促す。
	ご意見の趣旨については、本計画に記載しているところですが、ご提案いただきました具体的な内容につきましては、個別の政策を検討するうえでの参考にさせていただきます。

	　間伐材利用を促進するために、間伐材製品を独自に開発し、手入れ放置の森林の増加を止める対策の一つとする。
	　同上

	　漁業環境の悪化という問題の解決に向けて、当初の荒瀬ダム撤去の姿勢からぶれることなく、また同時に八代海再生のための努力を積み重ねていく。
	　本計画は土地利用についての基本となる計画であることから、「八代海再生」については八代市総合計画で対応しているところです。

	住宅地・工場・工業団地などに太陽光発電パネルを戦略的に設置し、クリーンエネルギー化を率先して進め、温室効果ガスの排出の削減に努める。
	ご意見の趣旨については、本計画に記載しているところですが、ご提案いただきました具体的な内容につきましては、個別の政策を検討するうえでの参考にさせていただきます。


　貴重なご意見ありがとうございました。

今後とも本市の行政運営につきましてご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。







